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原油先物は下落、中国景気巡る懸念とＯＰＥＣ増産で

［シンガポール　２日　ロイター］ - アジア時間の原油先物は下落している。中国国家統計局が

週末発表した７月の製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）が昨年２月以来の低水準となったこと

で、世界第２位の石油消費国である中国の景気減速が懸念されていることや、７月の石油輸出国

機構（ＯＰＥＣ）の産油量が昨年４月以来の高水準に達したことが背景にある。

０１４９ＧＭＴ（日本時間午前１０時４９分）までに、北海ブレント先物価格は１ドル超下げて

１バレル＝７４．３９ドル。米ＷＴＩ先物も１ドル超下落し７２．８７ドル。

ＯＡＮＤＡのシニアアナリスト、エドワード・モヤ氏は「中国はアジアの景気回復をけん引して

きた。中国景気が一段と減速すれば、世界の景気見通しが大幅に悪化するとの懸念が強まるだろ

う」と指摘。「原油需要の見通しは揺らいでおり、世界で新型コロナウイルスワクチン接種が進

展するまでその見通しはおそらく改善しないだろう」とした。

ロイターの調べによると、７月のＯＰＥＣの産油量は日量２６７２万バレルと、前月から６１万

バレル増加し、昨年４月以来の高水準に達した。サウジアラビアの伸びが目立った。



引用記事 日経新聞 燃料油脂新聞 化学工業日報 ロイター

２０２1年　8　月 3 日　　担当　小松



引用記事 日経新聞 燃料油脂新聞 化学工業日報 ロイター

２０２1年　8　月　4　日　　担当　小松



引用記事 日経新聞 日本総合研究所 ロイター 化学工業日報

２０２1年　8　月　3　日　　担当　小松



引用記事 日経新聞 日刊建設工業 化学工業日報 燃料油脂新聞

２０２1年　8　月   4　日　　担当　小松

太平洋セメント

高純度ＣＯ２を新たな収益源に／工場からの回収技術確立へ開発加速


